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こ
の
句
は
、
元
禄
元
年（
１
６
８
８
）芭
蕉
翁
45
歳
の

秋
、
信
州
更
科
の
中
秋
の
名
月
を
観
賞
し
に
行
こ
う
と
、

滞
在
し
て
い
た
美
濃
の
国
を
出
発
す
る
際
、
見
送
り
の

門
人
た
ち
に
対
し
、
各
々
の
句
風
を
賞
し
俳
諧
に
取
り

組
む
姿
勢
を
誉
め
称
え
、
そ
の
厚
志
へ
の
感
謝
を
詠
ん

だ
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
句
意
は「
改
め
て
よ
く
観
る
と
、秋
の
山
野
草
に
も
い

ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
に
見
ど
こ

ろ
の
あ
る
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、
さ
も
手
柄
を
競
い

合
っ
て
い
る
よ
う
だ
」と
聞
く
。

　
昭
和
58
年（
１
９
８
３
）11
月
レ
ー
ガ
ン
大
統
領（
当

時
）
が
来
日
し
、
衆
議
院
本
会
議
場
で
の
演
説
の
中
で
、

こ
の
芭
蕉
翁
の
句
を
引
用
し
、「
自
由
こ
そ
す
べ
て
の
人

を
豊
か
に
す
る
多
様
性
と
創
造
性
を
育
む
も
の
で
あ

る
」と
説
い
た
。翌
年（
１
９
８
４
）８
月
旧
上
野
市
立
図

書
館（
現
・
伊
賀
市
上
野
図
書
館
）竣
工
の
際
、上
野
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
30
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
本

を
開
い
た
形
の
オ
シ
ャ
レ
で
斬
新
な
句
碑
が
完
成
し
、

正
面
玄
関
横
に
寄
贈
建
立
さ
れ
た
。

　
森
羅
万
象
を
直
視
、認
識
し
、い
ろ
ん
な
世
界
の
さ
ま

ざ
ま
な
主
張
や
理
念
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

図
書
館
は
そ
の
拠
点
と
な
れ
ば
良
し
と
意
図
さ
れ
て
い

る
と
考
え
る
。

　
先
月
、
上
野
芸
術
文
化
協
会
が
創
立
30
周
年
を
迎
え
、

そ
の
記
念
行
事
が
盛
り
だ
く
さ
ん
に
開
催
さ
れ
た
。現

在
加
盟
団
体
７
３
、
個
人
会
員
を
含
め
総
勢
約
８
０
０

名
に
及
ぶ
会
員
を
擁
し
、音
楽
、演
劇
、舞
踊
、ま
た
絵
画

や
彫
塑
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
味
を
活
か
し
多
彩
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　「
文
化
薫
る
歴
史
の
ま
ち
」を
自
負
す
る
私
た
ち
の
体

内
に
は
芭
蕉
翁
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
組
み
込
ま
れ
て
い
て
、
文

化
を
基
調
と
す
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
の
意
識
は
確
実

に
息
づ
い
て
い
る
。自
ら
楽
し
み
、知
ら
ず
の
う
ち
に
郷

土
の
文
化
芸
術
を
底
辺
か
ら
支
え
て
い
る
様
は
、
ま
さ

に「
お
の
お
の
花
の
手
柄
か
な
」で
あ
る
。

（
広
報
事
業
委
員

　池
澤
基
善
）

草
い
ろ
い
ろ

　お
の
お
の
花
の
手
柄
か
な

葉加瀬太郎
20th Anniversary Tour

開場18：30
開演19：00

一　般　　6,800円
（当日500円増）
（全席指定）

伊賀市文化会館

松竹新派特別公演
香華

開場17：30
開演18：00

一　般　　5,000円
（全席指定）

伊賀市文化会館伊賀市文化会館

8/7
土

発　
売

6/2
6土

発　
売

～地球で最もおもしろい？歌声～
清水ミチコ　

＜トーク＆ライブ２０１０＞

開場13：30
開演14：00
一　般　3,500円
（当日500円増）
（全席指定）

ふるさと会館いが

開場14：00　開演14：30
一　般　　2,000円
高校生以下　1,000円
（全席自由）

ふるさと会館いが

劇団フジミュージカル

7/25日 好　
評

発売
中

＜こどもちゃれんじ＞コンサート
しまじろう

みんなでたんけん！　みなみのしま

①開場12：00　開演12：30
②開場15：00　開演15：30
一　般　　1,500円
※3歳以上有料
（全席指定）

8/28土

「オズの魔法使いと夢の国」

9/25土

人形劇団ポポロ
１４ひきのひっこしだ

開場13：30
開演14：00

親子券　　1,500円
一　般　　1,000円
小学生以下　 800円
（全席自由）

青山ホール

11/3水㊗

9/17金8/21土 好　
評

発売
中

6/2
0日

発　
売

7/1
0土

発　
売

て 

が
ら
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『日生学園第一高等学校附属中学校ハンドベル部』

　名張川が最大の渓

谷をつくる、花垣の

「大滝」という在所

の民家に育った。裏

山は中世.筒井氏の

「大滝城（砦）」跡。や

はり、この突出した

地形の山からの見晴

らしは素晴らしい。

この環境は落ち着き

ながら、ミステリア

ス、トリッキーだっ

た。こんな変化の自

然の中で心おきない

少年時代を過ごさせて頂いたが、「大滝」は今思えばイタリ

アの山岳都市に匹敵する程、解明出来ない魅力に包まれてい

ます。すり鉢状の広くはない斜面に４８戸が密集して寄り添

った集落の形態が印象深く、素晴らしいと思います。依那古

の母方の家は「広み」にあり、ゆったりした豊かさに満たさ

れていたようにおもえます。

　このような豊かな自然と生活環境が、僕の「原風景」を形

作ったと考えます。戦後、中町で建築設計事務所を開いた父

をあとに、神戸に出て、この上ない自由で奔放な都市生活を

満喫、充電。その後、暇を見て時と所を変え、世界を旅し、（旅

行者の眼で）人と自然の関わり、文化、建築、都市、を見てきた。

この、「眼」とは、伊賀の「原風景」に付け加えるべき、「知

と感性群」の発見であったと、いま気づくのです。芭蕉さん

の心境に通じるのかも知れませんね。

　建築を含めたモノ造りのプロセスの中心は「知」（識知）、

「感」（感性、感情）、「動」（視覚、技術）の統合作用による

imageによりますが、この作用こそ対象への、「理解作用」

そのものなのです。僕の創るアイデンティティーは『理解の

内容と伊賀に養われた「原風景」が相談して存在の価値を決

めて行く』と言った事で出来上がってくるのかも知れません。

　僕は今、芦屋に住み大阪に仕事場を定めていますが、仕事

の範囲は、広がっています。先日も中国の無錫で日系企業の

工場などを手がけてきました。

　もちろん伊賀でも、沢山の建物を設計させて頂いています。

最近では「城東中」が完成し、いま「上野南中」が進行中です。

なかでも僕の印象に残るものをひとつ披露させていただくと、

銀座通り「和ホール」。「商店街は出来る限り商品の切れ目を

作らぬように」という僕の考えで、外壁をギャラリーにさせ

て頂きましたが、ここを通る度「何かしらの展覧会」に利用

されているのを拝見し、うれしく思っています。

断章の『伊賀と「建築の中の僕」』
株式会社森永建築設計事務所　建築家　森永俊弥

ハンドベル部　部長　沖田円香

　私たちのクラブは、結成17年目を迎えました。メンバーは、

中学1年生から高校3年生までの部員30名が一緒になって、

毎日放課後に活動をしています。

　演奏活動としては、中部フェスティバルや全国フェスティバ

ル出場の他に、地元の小学校や幼稚園や福祉施設での演奏の

機会も増えてきています。ハンドベルを通して地元の方々と温

かい交流を持てることは、私たちにとって嬉しいことであり、

励みにもなっています。

　2004年に中国北京での「日中青少年交流大会」に参加し

たことがきっかけとなり、2008年には、アメリカのハンドベ

ル会社から北京の中学校に、3オクターブのハンドベルが寄贈

されました。ハンドベルを通して、日本と中国の懸け橋になれ

たことを嬉しく思います。

　今年の８月には大阪でハンドベル世界大会が行われます。ハ

ンドベルの音色で、世界の仲間の輪を広げていくのが私たち

の夢です。

清水ミチコさん

メニュー：古代米の長巻寿司、古代米のおはぎ、お吸い物
工　　作：雑木を利用してのオリジナル木工作品
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　5月30日㈰の城之越遺跡には、雲ひとつない五月晴れと爽
やかなそよ風がありました。古代遺跡で古代米の長巻寿司と
おはぎ作りなどに挑戦しようという催しが開かれました。小学
生の子どもたち12名と付き添ってくれたおばあさんやお父さ
んお母さんが集まりました。さらに、スタッフ8名が支援、総
勢25名が古代米を使用する食事作りを始めました。
　まず、巻き寿司は、お米をといで、古代米と一緒に炊飯器
に入れて炊きます。同時に、卵焼き、きゅうり、カニかま、サニー
レタスなどの具材を準備します。ご飯が炊けると、大きめのボー
ルに移し、すし酢をかけ黒ごまを加えて混ぜます。まきすを使
わずサランラップをひいて、その上に海苔を並べ、寿司飯を
均等に広げていきます。サニーレタスや卵焼き、カニかま、キュ
ウリなどの具を重ねて巻きこんで、一気にながーいお寿司を

作ります。サランラップ
の上から全体を軽く締
めるように形を整えて、
出来上がりです。子ど
もたちや付き添ってくれ
た方々が一所懸命に
なって、約１０メートル
の古代米使用のながー

い巻き寿司を作り上げま
した。お寿司は、古代米
のもっちり感と具材の
あっさり感が上手く複合し
て美味しい味わいでした。
　食後は、明るい日差し
がそそぐ中、グランドゴルフで楽しく体を動かしました。風に
揺れる若葉の輝き、美しく刈りそろえられた芝生が気持ちよ
かった。
　午後は、古代米のおはぎを作りました。まず、お米を洗い、
一晩水につけておいた古代米と炊飯します。炊けたお米はボー
ルにうつし少し塩を入れ、混ぜます。おにぎりをする時、お米
が手にくっつくので水で手のひらを濡らしてまるめ、具材の小
豆を包み込むように入れて形を整えます。きな粉をたっぷりま
ぶして出来上がりです。食べてみて、「うーん、なかなかもっ
ちりさっぱり、美味しい味」がした。
　その後は、スタッフがいくつもの段ボールにたくさん用意し
てくれた雑木を使って、木工作業が行なわれました。そして子
どもたちそれぞれの思いが、木の組み合わせの形に表現され
て残りました。
　五月晴れの城之越遺跡での古代米を使用した寿司やおはぎ
作り、木工作業は、〈あっ〉という間に終わりました。子どもた
ちには、楽しい思い出ばかりが残ったと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　（広報事業委員　西岡時彦）

　来る８月２１日（土）、ふるさと会館いがにおいて「清水ミ
チコ＜トーク＆ライブ2010＞」が開催されます。そこで、
ライブを前に清水ミチコさんにお話を伺いました。

Q．ピアノに興味を持ったのはいつ頃ですか？
A. 幼稚園の頃、コマーシャルソングやアニメの主題歌をポ
ロポロ弾いていたようです。

Q．デビューは「笑っていいとも」だったそうですが、出演
のきっかけは？
A. 渋谷のジャンジャンというライブハウスで定期的にライ
ブをしていたのですが、 次第にテレビ関係者が見に来るよう
になって。

Q．ライブ中心の活動で、なかなかチケットが取れないそう
ですが……
A. 東京くらいですよ。やっぱり人口が多いから？

Q．静岡でのライブが多いそうですが……
A. なぜかいつも三か所くらいから呼ばれます。横に広いのと、
温暖な気候の県民性が私のネタに合っているのか。私も不思
議です。

Q．テレビで「綾戸智恵」さんのもの真似を拝見しました。
すごく似てて驚きました。どんな時に「この人の真似を！」
という発想が出るのですか？
A. 綾戸さんに限らず、この人、自分にはない魅力があるな
あとか、とにかく好きになるとモノマネしてしまいます。

Q．ラジオ番組で「変な風にのって」を聞きました。完全に
男の人の声でびっくりしました。森山良子さんの歌も最高で
した。是非、聴かせてくださいね。
　「魂の部分まで引き出す力がすごい！！」と絶賛されたとか。
確かにラジオからでも充分届きました。

A. 森山さんも秋川さんもぜひ歌いたいと思いますし、ベス
トな構成を考えて行きますので楽しみに。

　ありがとうございました。楽しみにお待ちしています。
　（広報事業委員　松永啓子）

◆城之越遺跡特別企画◆  「古代米deながーい巻き寿司＆おはぎ作りに挑戦!」

「ながーい巻き寿司制作中です」

「それぞれの思いが込められています」
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『日生学園第一高等学校附属中学校ハンドベル部』

　名張川が最大の渓

谷をつくる、花垣の

「大滝」という在所

の民家に育った。裏

山は中世.筒井氏の

「大滝城（砦）」跡。や

はり、この突出した

地形の山からの見晴

らしは素晴らしい。

この環境は落ち着き

ながら、ミステリア

ス、トリッキーだっ

た。こんな変化の自

然の中で心おきない

少年時代を過ごさせて頂いたが、「大滝」は今思えばイタリ

アの山岳都市に匹敵する程、解明出来ない魅力に包まれてい

ます。すり鉢状の広くはない斜面に４８戸が密集して寄り添

った集落の形態が印象深く、素晴らしいと思います。依那古

の母方の家は「広み」にあり、ゆったりした豊かさに満たさ

れていたようにおもえます。

　このような豊かな自然と生活環境が、僕の「原風景」を形

作ったと考えます。戦後、中町で建築設計事務所を開いた父

をあとに、神戸に出て、この上ない自由で奔放な都市生活を

満喫、充電。その後、暇を見て時と所を変え、世界を旅し、（旅

行者の眼で）人と自然の関わり、文化、建築、都市、を見てきた。

この、「眼」とは、伊賀の「原風景」に付け加えるべき、「知

と感性群」の発見であったと、いま気づくのです。芭蕉さん

の心境に通じるのかも知れませんね。

　建築を含めたモノ造りのプロセスの中心は「知」（識知）、

「感」（感性、感情）、「動」（視覚、技術）の統合作用による

imageによりますが、この作用こそ対象への、「理解作用」

そのものなのです。僕の創るアイデンティティーは『理解の

内容と伊賀に養われた「原風景」が相談して存在の価値を決

めて行く』と言った事で出来上がってくるのかも知れません。

　僕は今、芦屋に住み大阪に仕事場を定めていますが、仕事

の範囲は、広がっています。先日も中国の無錫で日系企業の

工場などを手がけてきました。

　もちろん伊賀でも、沢山の建物を設計させて頂いています。

最近では「城東中」が完成し、いま「上野南中」が進行中です。

なかでも僕の印象に残るものをひとつ披露させていただくと、

銀座通り「和ホール」。「商店街は出来る限り商品の切れ目を

作らぬように」という僕の考えで、外壁をギャラリーにさせ

て頂きましたが、ここを通る度「何かしらの展覧会」に利用

されているのを拝見し、うれしく思っています。

断章の『伊賀と「建築の中の僕」』
株式会社森永建築設計事務所　建築家　森永俊弥

ハンドベル部　部長　沖田円香

　私たちのクラブは、結成17年目を迎えました。メンバーは、

中学1年生から高校3年生までの部員30名が一緒になって、

毎日放課後に活動をしています。

　演奏活動としては、中部フェスティバルや全国フェスティバ

ル出場の他に、地元の小学校や幼稚園や福祉施設での演奏の

機会も増えてきています。ハンドベルを通して地元の方々と温

かい交流を持てることは、私たちにとって嬉しいことであり、

励みにもなっています。

　2004年に中国北京での「日中青少年交流大会」に参加し

たことがきっかけとなり、2008年には、アメリカのハンドベ

ル会社から北京の中学校に、3オクターブのハンドベルが寄贈

されました。ハンドベルを通して、日本と中国の懸け橋になれ

たことを嬉しく思います。

　今年の８月には大阪でハンドベル世界大会が行われます。ハ

ンドベルの音色で、世界の仲間の輪を広げていくのが私たち

の夢です。

清水ミチコさん

メニュー：古代米の長巻寿司、古代米のおはぎ、お吸い物
工　　作：雑木を利用してのオリジナル木工作品
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　5月30日㈰の城之越遺跡には、雲ひとつない五月晴れと爽
やかなそよ風がありました。古代遺跡で古代米の長巻寿司と
おはぎ作りなどに挑戦しようという催しが開かれました。小学
生の子どもたち12名と付き添ってくれたおばあさんやお父さ
んお母さんが集まりました。さらに、スタッフ8名が支援、総
勢25名が古代米を使用する食事作りを始めました。
　まず、巻き寿司は、お米をといで、古代米と一緒に炊飯器
に入れて炊きます。同時に、卵焼き、きゅうり、カニかま、サニー
レタスなどの具材を準備します。ご飯が炊けると、大きめのボー
ルに移し、すし酢をかけ黒ごまを加えて混ぜます。まきすを使
わずサランラップをひいて、その上に海苔を並べ、寿司飯を
均等に広げていきます。サニーレタスや卵焼き、カニかま、キュ
ウリなどの具を重ねて巻きこんで、一気にながーいお寿司を

作ります。サランラップ
の上から全体を軽く締
めるように形を整えて、
出来上がりです。子ど
もたちや付き添ってくれ
た方々が一所懸命に
なって、約１０メートル
の古代米使用のながー

い巻き寿司を作り上げま
した。お寿司は、古代米
のもっちり感と具材の
あっさり感が上手く複合し
て美味しい味わいでした。
　食後は、明るい日差し
がそそぐ中、グランドゴルフで楽しく体を動かしました。風に
揺れる若葉の輝き、美しく刈りそろえられた芝生が気持ちよ
かった。
　午後は、古代米のおはぎを作りました。まず、お米を洗い、
一晩水につけておいた古代米と炊飯します。炊けたお米はボー
ルにうつし少し塩を入れ、混ぜます。おにぎりをする時、お米
が手にくっつくので水で手のひらを濡らしてまるめ、具材の小
豆を包み込むように入れて形を整えます。きな粉をたっぷりま
ぶして出来上がりです。食べてみて、「うーん、なかなかもっ
ちりさっぱり、美味しい味」がした。
　その後は、スタッフがいくつもの段ボールにたくさん用意し
てくれた雑木を使って、木工作業が行なわれました。そして子
どもたちそれぞれの思いが、木の組み合わせの形に表現され
て残りました。
　五月晴れの城之越遺跡での古代米を使用した寿司やおはぎ
作り、木工作業は、〈あっ〉という間に終わりました。子どもた
ちには、楽しい思い出ばかりが残ったと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　（広報事業委員　西岡時彦）

　来る８月２１日（土）、ふるさと会館いがにおいて「清水ミ
チコ＜トーク＆ライブ2010＞」が開催されます。そこで、
ライブを前に清水ミチコさんにお話を伺いました。

Q．ピアノに興味を持ったのはいつ頃ですか？
A. 幼稚園の頃、コマーシャルソングやアニメの主題歌をポ
ロポロ弾いていたようです。

Q．デビューは「笑っていいとも」だったそうですが、出演
のきっかけは？
A. 渋谷のジャンジャンというライブハウスで定期的にライ
ブをしていたのですが、 次第にテレビ関係者が見に来るよう
になって。

Q．ライブ中心の活動で、なかなかチケットが取れないそう
ですが……
A. 東京くらいですよ。やっぱり人口が多いから？

Q．静岡でのライブが多いそうですが……
A. なぜかいつも三か所くらいから呼ばれます。横に広いのと、
温暖な気候の県民性が私のネタに合っているのか。私も不思
議です。

Q．テレビで「綾戸智恵」さんのもの真似を拝見しました。
すごく似てて驚きました。どんな時に「この人の真似を！」
という発想が出るのですか？
A. 綾戸さんに限らず、この人、自分にはない魅力があるな
あとか、とにかく好きになるとモノマネしてしまいます。

Q．ラジオ番組で「変な風にのって」を聞きました。完全に
男の人の声でびっくりしました。森山良子さんの歌も最高で
した。是非、聴かせてくださいね。
　「魂の部分まで引き出す力がすごい！！」と絶賛されたとか。
確かにラジオからでも充分届きました。

A. 森山さんも秋川さんもぜひ歌いたいと思いますし、ベス
トな構成を考えて行きますので楽しみに。

　ありがとうございました。楽しみにお待ちしています。
　（広報事業委員　松永啓子）

◆城之越遺跡特別企画◆  「古代米deながーい巻き寿司＆おはぎ作りに挑戦!」

「ながーい巻き寿司制作中です」

「それぞれの思いが込められています」
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旧
聞
に
属
す
る
が
、
三
月
下
旬
の
連

休
明
け
に
、
S
・
H
さ
ん
の
急
死
を
新

聞
の
お
く
や
み
欄
で
知
っ
た
。
び
っ
く

り
し
て
電
話
を
し
て
み
る
と
、
も
う
葬

儀
は
済
ん
だ
と
の
こ
と
。
あ
わ
て
て
供

花
を
贈
り
、
弔
問
に
出
む
い
た
。

　
S
・
H
さ
ん
は
拙
宅
の
家
事
の
手
伝

い
に
来
て
く
れ
て
い
た
人
だ
っ
た
。
悪

性
リ
ウ
マ
チ
の
姉
の
世
話
を
や
っ
て
く

れ
、
多
忙
な
時
に
は
印
刷
工
場
の
仕
事

も
手
助
け
し
て
く
れ
た
。
姉
の
死
後
も
、

東
京
と
伊
賀
を
往
復
し
て
い
た
わ
た
し

の
親
代
わ
り
で
、
在
京
中
の
留
守
を
守

っ
て
く
れ
て
い
た
。

　
姉
の
死
後
は
や
る
こ
と
が
な
い
と
言

っ
て
、
一
、
二
年
後
に
自
分
か
ら
退
め

た
の
だ
が
、
約
十
年
間
、
随
分
と
世
話

に
な
っ
た
。

　
娘
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
朝
は
ゴ
ミ

当
番
か
何
か
で
表
を
掃
除
し
て
い
た
と

か
。
そ
の
時
、気
分
が
悪
い
と
家
へ
入
り
、

一
人
ぐ
ら
し
だ
っ
た
か
ら
、
前
の
家
へ

電
話
を
か
け
、
救
急
車
を
呼
ん
で
く
れ

と
頼
ん
だ
と
言
う
。
が
、
救
急
車
が
到

着
し
た
も
の
の
、用
心
深
い
性
質
だ
か
ら
、

玄
関
に
い
く
つ
も
鍵
を
か
け
、
中
に
入

る
の
に
か
な
り
手
間
取
っ
て
し
ま
っ
た

と
の
こ
と
だ
。
や
っ
と
入
る
と
中
で
、

血
を
吐
き
倒
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　
さ
て
、
こ
れ
か
ら
が
問
題
な
の
だ
。

誰
で
も
救
急
車
が
来
た
ら
、一
安
心
す
る
。

そ
の
後
の
病
状
は
と
も
か
く
、
診
て
も

ら
え
る
と
信
じ
て
い
る
。
が
、
当
番
病

院
で
は
、
専
門
の
医
者
が
い
な
い
と
の

理
由
で
、
悪
く
言
え
ば
放
置
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
周
辺
の
救
急
病
院
へ
連
絡
し
、

受
入
れ
を
頼
ん
だ
が
、
七
、
八
軒
の
病

院
で
対
応
不
可
と
断
れ
た
の
だ
。
そ
の

間
に
も
S
・
H
さ
ん
の
容
体
は
刻
々
と

悪
く
な
る
。
ど
の
く
ら
い
経
っ
た
の
か
。

救
急
隊
員
が
必
死
で
捜
し
て
く
れ
、
や

っ
と
津
の
病
院
へ
の
搬
送
が
決
ま
っ
た
。

上
野
か
ら
津
ま
で
、
ま
た
疾
走
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
途
中
、
彼
女
は
ほ
と
ん
ど
心
肺
停
止

状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
翌
朝
、
死

を
確
認
さ
れ
た
。
も
し
、
当
番
病
院
で

適
切
な
治
療
を
迅
速
に
や
っ
て
も
ら
っ

て
い
れ
ば
、
生
命
は
と
り
と
め
た
か
も

し
れ
な
い
の
に
・
・
・
・
で
あ
る
。

　
昨
今
、
救
急
車
の
た
ら
い
廻
し
が
話

題
に
な
る
。
け
れ
ど
、
他
人
事
だ
と
思

っ
て
い
た
。そ
れ
が
身
近
に
起
き
た
の
だ
。

娘
さ
ん
は
「
受
け
入
れ
先
が
な
く
て
、

い
く
つ
も
連
絡
し
て
も
ら
っ
た
ん
で
す

け
ど
・
・
・
寿
命
だ
っ
た
ん
で
す
ね
」

と
淡
々
と
話
し
て
く
れ
た
が
、
そ
の
心

中
は
ま
だ
若
い
78
歳
で
死
去
し
た
母
親

へ
の
悲
嘆
よ
り
も
、
た
ら
い
廻
し
に
合

っ
て
し
ま
っ
た
悔
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
だ

ろ
う
。
医
者
不
足
、
専
門
医
の
片
よ
り

―
。
い
っ
た
い
誰
が
悪
い
の
か
。

　
過
日
、
こ
の
件
に
関
し
て
市
長
が
要

望
書
を
持
っ
て
県
庁
へ
出
む
い
た
。

　
し
か
し
、
紙
切
れ
一
枚
で
す
む
こ
と

だ
ろ
う
か
。
事
は
地
球
よ
り
重
い
生
命

の
問
題
な
の
で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
も
、

他
人
事
に
せ
ず
、
も
っ
と
何
か
解
決
の

た
め
の
知
恵
を
出
そ
う
よ
、
自
分
の
こ

と
と
し
て
。

　
今
、
伊
賀
市
で
は
市
庁
舎
の
建
て
か

え
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
。
け
ど
、

S
・
H
さ
ん
の
た
ら
い
廻
し
と
、
ど
ち

ら
が
優
先
順
位
が
上
な
の
か
な
あ
。

　
拙
稿
を
書
き
な
が
ら
、
ふ
と
考
え
て

し
ま
っ
た
。

（
作
家
・
市
内
在
住
）

「
救
急
車
」

北
泉
優
子

　梅雨時の伊賀の村は、水田に稲が伸びて畑も緑を競う頃だが、
病害虫の心配が増す季節でもある。農薬など無かった時代、村
人たちは祈ることで災厄から逃れたいと願った。
　喰代地区では、毎年7月20日頃「虫送り」が行われている。
夕方青雲寺に集った村人四十数人は二組に分かれて大数珠の前
に座り、和尚の読経の中、鉦に合わせて「南無阿弥陀仏」を唱
えながら五十回廻す。二組が同時に行うので百回廻したことに
なる訳だが、喰代では昔から「百万遍の大数珠廻し」と呼んで
いる。「ナムアミダブツ」は、鉦音が速まるにつれて「ダンボ・
ダンボ」に変わり、勢いよく大数珠を速送りする様は、病害虫

の被害を憎む祖先の心を今
に伝えているようだ。
またその年の当家は、木代
神社でもらい受けた「虫火」
で麦わらの松明に火を付け、
村の境界から煙と火で害虫
などを追払う。大人も子ど
もも松明を手に田畑の畦を廻った時代の名残である。
　農薬の進歩で、収穫量は飛躍的に増え作業効率も上がったが、
昆虫たちを激減させ生態系にまで影響を及ぼしている。そして、
病害虫被害から遠ざかった伊賀の村より「虫送り」の行事が無
くなりつつある。
　蛍の乱舞した小川のめだかが消えとんぼも減り――豊かさ便
利さの陰で消えていく伝承行事から、私たちの抱える問題が透
けて見えるように思う。　　　　　　（写真提供：広田利有様）

（広報事業委員　廣澤良美）

「虫送り」

「上野の長倉（永倉）」

　三重県立上野高等学校の第２グラウンドには、
かつて藤堂藩の執政の場で伊賀御屋敷（別名を御
殿）と呼ばれた役所があり、その御殿の南側には
「伊賀の上野に過ぎたるものは、天守基台か永倉
か」と言われた三筋の米蔵がありました。北側か
ら順に上之段・中之段・下之段とされ、下之段の
倉が一番長く140メートル以上の広大な建物で、
伊賀独特のものでした。二千俵の米と五千駄の塩
を常備していたそうです。この地の豊かさとゆる
ぎない藩政の象徴だったのではと思われます。
　時代が下り明治時代になると、この倉は阿山郡
立高等女学校として利用されるようになります。
その後明治末期には解体され、府中小学校の校舎
の一部に使用されていたものを昭和45年、永久
保存のため忍者屋敷北側に移築されました。以来
ちょうど40年がたつことになります。移築され
てからも様々な利用がされましたが、現在は伊賀
流忍者博物館の忍者伝承館として学芸員が常駐す
る施設となっています。内部に入り梁に目をやる
と、あらためてこの建物のすごみと歴史の重さ

に圧倒されます。いろいろなものを受けとめら
れる懐の深さが時代を超えていく強さとなるの
かもしれません。

（広報事業委員　菊野善久）
（取材協力　伊賀文化産業協会・伊賀上野観光協会）

　苦悩に満ちた学生時代のふとした一時期に、

底知れない大きな存在として家康が私の心の中

に住み着くようになった。そして今年で46年に

なる。

　また、家康と

伊賀を結びつけ

る「伊 賀 越 え」

に取り組むよう

になって皆様方

との交わりの輪

も大きくなり、

お陰で随分いろ

いろな面で育て

られていること

を感謝している。

　わが国の歴史の中でも、家康ほど幾多の試練

を強いられた人物はいないが、そういった不運

の中にも、母や祖母の慈しみは充分に享受して

いるのであり、また、幼くして偉大な師の薫陶を

受けるといった運の強さも感じられるのである。

　家康の足跡を見ると、かつての敵勢力でさえ

味方にしようとする包容力の大きさ、懐の深さ

が後の大政治家へと成長させた要因だと信じる

のである。苦難を決して無駄にはせず、常に弱

い立場の者たちに目をかけていった歩みの中か

ら家康を不世出の英雄へと変貌せしめたのであ

り、そこにこそ、私たちの学ぶべき太い道筋が

見出せると思うのである。

　今後も、私自身の精進として家康との対話を

続けていきたいものである。また「家康を語る会」

会員の皆様とも手を取り合って、少しでも好ま

しい世を築いていく一助になればと切望してい

る。皆様方お一人お一人に感謝をしつつ・・・。

　　　　　　　　　　　　　（伊賀市御代在住）

「家康との対話46年」
　川﨑記孝歴史研究家　　　

家康を語る会主宰
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退
め

た
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が
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約
十
年
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分
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な
っ
た
。

　
娘
さ
ん
の
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に
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ゴ
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か
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か
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が
悪
い
と
家
へ
入
り
、

一
人
ぐ
ら
し
だ
っ
た
か
ら
、
前
の
家
へ

電
話
を
か
け
、
救
急
車
を
呼
ん
で
く
れ

と
頼
ん
だ
と
言
う
。
が
、
救
急
車
が
到

着
し
た
も
の
の
、用
心
深
い
性
質
だ
か
ら
、

玄
関
に
い
く
つ
も
鍵
を
か
け
、
中
に
入

る
の
に
か
な
り
手
間
取
っ
て
し
ま
っ
た

と
の
こ
と
だ
。
や
っ
と
入
る
と
中
で
、

血
を
吐
き
倒
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　
さ
て
、
こ
れ
か
ら
が
問
題
な
の
だ
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え
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し
、
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、
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だ
。
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。
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。
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員
が
必
死
で
捜
し
て
く
れ
、
や

っ
と
津
の
病
院
へ
の
搬
送
が
決
ま
っ
た
。

上
野
か
ら
津
ま
で
、
ま
た
疾
走
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
途
中
、
彼
女
は
ほ
と
ん
ど
心
肺
停
止

状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
翌
朝
、
死

を
確
認
さ
れ
た
。
も
し
、
当
番
病
院
で

適
切
な
治
療
を
迅
速
に
や
っ
て
も
ら
っ

て
い
れ
ば
、
生
命
は
と
り
と
め
た
か
も

し
れ
な
い
の
に
・
・
・
・
で
あ
る
。

　
昨
今
、
救
急
車
の
た
ら
い
廻
し
が
話

題
に
な
る
。
け
れ
ど
、
他
人
事
だ
と
思

っ
て
い
た
。そ
れ
が
身
近
に
起
き
た
の
だ
。

娘
さ
ん
は
「
受
け
入
れ
先
が
な
く
て
、

い
く
つ
も
連
絡
し
て
も
ら
っ
た
ん
で
す

け
ど
・
・
・
寿
命
だ
っ
た
ん
で
す
ね
」

と
淡
々
と
話
し
て
く
れ
た
が
、
そ
の
心

中
は
ま
だ
若
い
78
歳
で
死
去
し
た
母
親

へ
の
悲
嘆
よ
り
も
、
た
ら
い
廻
し
に
合

っ
て
し
ま
っ
た
悔
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
だ

ろ
う
。
医
者
不
足
、
専
門
医
の
片
よ
り

―
。
い
っ
た
い
誰
が
悪
い
の
か
。

　
過
日
、
こ
の
件
に
関
し
て
市
長
が
要

望
書
を
持
っ
て
県
庁
へ
出
む
い
た
。

　
し
か
し
、
紙
切
れ
一
枚
で
す
む
こ
と

だ
ろ
う
か
。
事
は
地
球
よ
り
重
い
生
命

の
問
題
な
の
で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
も
、

他
人
事
に
せ
ず
、
も
っ
と
何
か
解
決
の

た
め
の
知
恵
を
出
そ
う
よ
、
自
分
の
こ

と
と
し
て
。

　
今
、
伊
賀
市
で
は
市
庁
舎
の
建
て
か

え
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
。
け
ど
、

S
・
H
さ
ん
の
た
ら
い
廻
し
と
、
ど
ち

ら
が
優
先
順
位
が
上
な
の
か
な
あ
。

　
拙
稿
を
書
き
な
が
ら
、
ふ
と
考
え
て

し
ま
っ
た
。

（
作
家
・
市
内
在
住
）

「
救
急
車
」

北
泉
優
子

　梅雨時の伊賀の村は、水田に稲が伸びて畑も緑を競う頃だが、
病害虫の心配が増す季節でもある。農薬など無かった時代、村
人たちは祈ることで災厄から逃れたいと願った。
　喰代地区では、毎年7月20日頃「虫送り」が行われている。
夕方青雲寺に集った村人四十数人は二組に分かれて大数珠の前
に座り、和尚の読経の中、鉦に合わせて「南無阿弥陀仏」を唱
えながら五十回廻す。二組が同時に行うので百回廻したことに
なる訳だが、喰代では昔から「百万遍の大数珠廻し」と呼んで
いる。「ナムアミダブツ」は、鉦音が速まるにつれて「ダンボ・
ダンボ」に変わり、勢いよく大数珠を速送りする様は、病害虫

の被害を憎む祖先の心を今
に伝えているようだ。
またその年の当家は、木代
神社でもらい受けた「虫火」
で麦わらの松明に火を付け、
村の境界から煙と火で害虫
などを追払う。大人も子ど
もも松明を手に田畑の畦を廻った時代の名残である。
　農薬の進歩で、収穫量は飛躍的に増え作業効率も上がったが、
昆虫たちを激減させ生態系にまで影響を及ぼしている。そして、
病害虫被害から遠ざかった伊賀の村より「虫送り」の行事が無
くなりつつある。
　蛍の乱舞した小川のめだかが消えとんぼも減り――豊かさ便
利さの陰で消えていく伝承行事から、私たちの抱える問題が透
けて見えるように思う。　　　　　　（写真提供：広田利有様）

（広報事業委員　廣澤良美）

「虫送り」

「上野の長倉（永倉）」

　三重県立上野高等学校の第２グラウンドには、
かつて藤堂藩の執政の場で伊賀御屋敷（別名を御
殿）と呼ばれた役所があり、その御殿の南側には
「伊賀の上野に過ぎたるものは、天守基台か永倉
か」と言われた三筋の米蔵がありました。北側か
ら順に上之段・中之段・下之段とされ、下之段の
倉が一番長く140メートル以上の広大な建物で、
伊賀独特のものでした。二千俵の米と五千駄の塩
を常備していたそうです。この地の豊かさとゆる
ぎない藩政の象徴だったのではと思われます。
　時代が下り明治時代になると、この倉は阿山郡
立高等女学校として利用されるようになります。
その後明治末期には解体され、府中小学校の校舎
の一部に使用されていたものを昭和45年、永久
保存のため忍者屋敷北側に移築されました。以来
ちょうど40年がたつことになります。移築され
てからも様々な利用がされましたが、現在は伊賀
流忍者博物館の忍者伝承館として学芸員が常駐す
る施設となっています。内部に入り梁に目をやる
と、あらためてこの建物のすごみと歴史の重さ

に圧倒されます。いろいろなものを受けとめら
れる懐の深さが時代を超えていく強さとなるの
かもしれません。

（広報事業委員　菊野善久）
（取材協力　伊賀文化産業協会・伊賀上野観光協会）

　苦悩に満ちた学生時代のふとした一時期に、

底知れない大きな存在として家康が私の心の中

に住み着くようになった。そして今年で46年に

なる。

　また、家康と

伊賀を結びつけ

る「伊 賀 越 え」

に取り組むよう

になって皆様方

との交わりの輪

も大きくなり、

お陰で随分いろ

いろな面で育て

られていること

を感謝している。

　わが国の歴史の中でも、家康ほど幾多の試練

を強いられた人物はいないが、そういった不運

の中にも、母や祖母の慈しみは充分に享受して

いるのであり、また、幼くして偉大な師の薫陶を

受けるといった運の強さも感じられるのである。

　家康の足跡を見ると、かつての敵勢力でさえ

味方にしようとする包容力の大きさ、懐の深さ

が後の大政治家へと成長させた要因だと信じる

のである。苦難を決して無駄にはせず、常に弱

い立場の者たちに目をかけていった歩みの中か

ら家康を不世出の英雄へと変貌せしめたのであ

り、そこにこそ、私たちの学ぶべき太い道筋が

見出せると思うのである。

　今後も、私自身の精進として家康との対話を

続けていきたいものである。また「家康を語る会」

会員の皆様とも手を取り合って、少しでも好ま

しい世を築いていく一助になればと切望してい

る。皆様方お一人お一人に感謝をしつつ・・・。

　　　　　　　　　　　　　（伊賀市御代在住）

「家康との対話46年」
　川﨑記孝歴史研究家　　　

家康を語る会主宰

ぶ ん と 通 信5 第70号



　インキュベーションマネージャー　稲垣　直史
　私は「ゆめテクノ伊賀」にインキュベーションマネージャー
（IM）として赴任しました。IMとは耳慣れない言葉ですが、こ
れから会社を起こそうとする人や、新しい事業部門を立ち上げ
る人たち（この様な人たちを起業者といいます）を支援する人
のことです。ゆめテクノ伊賀に拠点を構える三重大学の先生や
研究員の方々の協力を得て、色々な分析や試作品の作製支援を
行っております。好奇心だけで研究開発を進めるのでは無く、
どの様にすれば売れるか？どの様にすれば競合他社製品より優
位に立てるか？など、常に起業者の利益を意識しながら取り組

まなければならないのがIMの特徴といえます。
　また起業者と大学の先生方との橋渡しもIMの役割です。特
に専門家と起業者との間に生じる認識のギャップを修正して意
思の疎通をはかることに重点を置いています。そのほかに、補
助金申請支援や営業同行そして簡単な特許関連支援などの活動
も行っております。起業者の伴走者
としてある時は同じ目線で、またあ
る時は違う視点をもちつつ、苦楽を
共にしながらお互いが成長してゆけ
れば光栄です。
　伊賀に来てまだ２年弱のまさに
“伊賀のたまご”です。折角ご縁が
あって伝統と文化と食が豊な伊賀に
来たのですから、少しでも多く伊賀
を見て回り・伊賀を味わい・伊賀を
楽しんで行きたいと思っています。

楽しいなにか？　便利ななにか？
嬉しいなにか？　ここから生まれるよ

ぶんと「伊賀のたまご」
「伊賀のたまご」は当協会が運営する「ゆめテクノ伊賀」で活躍する大学の
研究者及び新しい事業の創造に取り組む入居企業の紹介コーナーです。

全身引き締めに効果的！！
ボクササイズ　第4期（交研）

【日　　時】　毎週土曜日・５回講座
　　　　　　8月28日(土)～9月25日(土)
　　　　　　受付 19：00／開始 19：30～20：30
【定　　員】　30名　※先着順とし、定員になり次第締切
【場　　所】　伊賀上野交流研修センター
　　　　　　　　　　　　　　　　第4研修室
【料　　金】　2,500円（５回講座）
【対 象 者】　高校生以上
【指 導 者】　中上　美代子先生 
【申込受付】　6月26日(土)　13：00～　☎22-0511にて受付

音楽に合わせて♪皆で楽しくエクササイズ！
エアロビクス　第3期・第4期
【日　　時】　毎週月曜日・５回講座
第3期　7月26日(月)～8月30日(月)※8月16日休講
第4期　9月6日(月)～10月4日(月)
　　　　　　受付 19：00／開始 19：30～20：30
【定　　員】　30名　※先着順とし、定員になり次第締切
【場　　所】　阿山B＆G海洋センター
　　　　　　　　　　　　トレーニングルーム
【料　　金】　2,500円（５回講座）
【対 象 者】　高校生以上　【指導者】　山下　華子先生
【申込受付】　《3期》6月27日（日） 　《4期》8月21日（土）
　　　　　　9：00～　☎22-0511にて受付

水なれチャレンジ！！
親子でふれあい水遊び教室

【日　　時】　7月12日(月)／7月26日(月)／8月9日(月)
　　　　　　受付 10：00／開始 10：30～11：30
【定　　員】　10組（20人）　※先着順とし、定員になり次第締切
【場　　所】　大山田B&G海洋センター　プール
【料　　金】　1組　1,800円（３回で１教室）
【対 象 者】　２歳以上で、幼稚園・保育園（所）に入園（所）
　　　　　　していない幼児と保護者
【指 導 者】　秋山　稔美先生 
【申込受付】　6月21日(月)　９：00～
　　　　　　☎22-0511にて受付　

Let's YOGA in 交研 第2期
【日　　時】　毎週月曜日・全10回
　　　　　　7月26日㈪～10月18日㈪　※8/16・9/20・10/11休講
　　　　　　受付 10：30／開始 11：00～12：00
【場　　所】　伊賀上野交流研修センター　第4研修室
【定　　員】　30名　※先着順とし、定員になり次第締切
【申込方法】　6月21日㈪　13：00～受付

Let's YOGA in SC 第3期
【日　　時】　毎週金曜日・全10回
　　　　　　8月27日㈮～10月29日㈮
　　　　　　受付 10：30／開始 11：00～12：00
【場　　所】　上野運動公園スポーツセンター　和室
【定　　員】　15名　※先着順とし、定員になり次第締切
【申込方法】　6月26日㈯　9：00～受付

シェイプアップ＆運動不足解消＆ストレス解消！
アクアビクス　第1期・第2期
【日　　時】　毎週木曜日・５回講座
第1期　7月1日(木)～7月29日(木)
第2期　8月5日(木)～9月9日(木)
　　　　※8月12日休講
　　　　　　受付 19：00／開始 19：30～20：30
【定　　員】　30名　※先着順とし、定員になり次第締切
【場　　所】　阿山B＆G海洋センター　プール
【料　　金】　2,500円（５回講座）
【対 象 者】　高校生以上
【指 導 者】　米谷　由美先生 
【申込受付】　6月20日(日)　13：00～　☎22-0511にて受付

－ 心と身体にアロハのいやし －
ハワイアンダンス教室

【日　　時】　毎週月曜日・８回講座
　　　　　　7月26日(月)～9月13日(月)
　　　　　　受付 9：30／開始 10：00～11：00
【場　　所】　阿山ふるさとの森公園　多目的集会室
　　　　　　　　　　　　　　　　（伊賀市川合3376-12）

【定　　員】　30名　※先着順とし、定員になり次第締切
【料　　金】　4,000円（８回講座）
【対 象 者】　高校生以上
【指 導 者】　西澤　知恵美先生
【申込受付】　6月26日(土)　10：00～　☎４５-９１２５にて受付 【料金】　5,000円　【申込先】　☎22-0511（交研 ・ SC 共通）

お問合せ：（財）伊賀市文化都市協会本部事務局　電話　22－0511

参　加　者　募　集

■ふるさと会館いが（伊賀市下柘植6243）
　　　7月31日（土）　 　10：00～17：00
■青山ホール（伊賀市阿保1411-1）　　　　　　
　　　8月15日（日）　 　10：00～17：00
【演奏時間】　1枠30分　※おひとり1枠のみ
　・申込者本人の利用。・音楽教室等の指導としての利用は不可。
【参 加 費】　500円
　・青山ホールに限り、2台のピアノの場合は2人以上1組1時
　　間で1人1,000円（ただし、8手の場合は1人500円）
　・1枠に3名以上（ただし2台の場合を除く）の使用は不可。
【募集人数】　各14枠　※先着順とし、定員になり次第締切
【申込方法】　6月19日（土）9:00～受付
【お申込・お問合せ】　●ふるさと会館いが　☎45－9125（月曜休館）
　　　　　　　　●青山ホール　　　　☎52－1109（水曜休館）

～世界最高峰のスタインウェイを気軽に弾いてみませんか！～
タッチ・ザ・スタインウェイ

【日　　時】　第2期　毎週水曜日　6回講座
　　　　　　7月7日㈬～8月18日㈬　※7/28休講
　　　　　　受付 19:00 ／開始 19:30～20:30
【場　　所】　伊賀上野交流研修センター
【定　　員】　４０名　※先着順とし、定員になり次第締切
【料　　金】　3,０００円（6回講座）
【対 象 者】　高校生以上
【講　　師】　日本総合ヨガ普及協会正指導師　堀川　郁子先生
【申込受付】　6月２7日㈰　10：００～　☎22-0511にて受付 

　健康、美容、整体、痩身、呼吸、精神力強化等いろいろな効
果をあげる「ヨガパワー」
心身共に健康で自立できる元気な体力づくりにお役立てください。

～美と健康の総合プロデュース～
YOGA
deNight！ 第2期

【開催日】　8月10日（火）午前の部 35名　午後の部 35名
【場　所】　ゆめテクノ伊賀（ゆめが丘一丁目３－３）
【参加料】　無料
【対　象】　原則小学４年生以上
　　　　　※３年生以下の兄弟がいっしょに参加する場合は必ず保護者同伴
【内　容】　・ベルファームの鈴木先生による竹トンボ作り

　・出前授業でおなじみの加藤先生によるシャボン玉作り
　・三重大学山本教授による顕微鏡を使った生き物観察　など

【持ち物】　使いなれた切り出しナイフ
【申込受付】　7月20日（火）より「ゆめテクノ伊賀」
　　　　　☎41-1061にて受付 ※先着順とし、定員になり次第締切
　　　　　※受付は、平日の9：00～17：00

＝ 夏 期 特 別 講 座 ＝
ゆめテクノ伊賀・こども大学

　自分の好きな香りをブレンドし、オリジナルフレッシュナーを作っ
て、心や身体をリフレッシュ・リラックスさせましょう。
　その後は、ゆっくりくつろぎながらリラクゼーションミニコンサート
をお楽しみください。
【日　時】　7月24日（土）13:30～16:00
【場　所】　伊賀上野交流研修センター
【参加料】　１人　500円（材料費等）
【対　象】　小学生以上　※３年生以下は必ず保護者同伴
【定　員】　36名　※先着順とし、定員になり次第締切
【申込受付】　6月22日（火）　9：00～  ☎22-0511にて受付
【協　力】　アロマスクール　Sissi（シシイ）
【出　演】　イングリッチ

～自然からの贈りもの　アロマでリラックス～

オリジナルエアフレッシュナー作り＆
リラクゼーションミニコンサート

歴史情緒あふれる江戸時代の藩校で、「漢文学」を学んでみま
せんか。今回は、中国古典思想の原点に戻って「孔子」の「論
語」を読んでいきます。
【日　　時】　４回講座
　　　　　　第1回　7月10日（土）　 第2回　7月24日（土）
　　　　　　第3回　8月7（土）　 　　第4回　8月21日（土）
　　　　　　講義時間 13:30～15:00
【講　　師】　皇學館大学名誉教授
　　　　　　愛知教育大学名誉教授　野村　茂夫氏
【料 　 金】　800円（４回分、初回に徴収します。）
【定　　員】　40名　※先着順とし、定員になり次第締切
【申込受付】　6月21日（月）9:00～　☎22-0511にて受付

「漢文学教室」
史跡旧崇廣堂特別講座

　この夏はふるさとの森で家族・
友人達とアウトドアを満喫しよう。
近隣にはプール・体育館・グラウ
ンド等の体育施設がありクラブや
ゼミの合宿にもご利用いただけま
す。

詳しくは下記までお問い合わせ下さい。
【阿山ふるさとの森公園】　43-0035
【阿山B＆G海洋センター】　45-1380

遊ぶ・食べる・泊まる
 　　in あやま

－カラダの芯からリラックス－
太極拳教室

【日　　時】　毎週土曜日・８回講座
　　第２期　7月24日(土)～9月18日(土)　※8/14休講
　　　　　　受付 9：30／開始 10：00～11：30
【場　　所】　いがまちスポーツセンター　会議室
【定　　員】　18名　※先着順とし、定員になり次第締切
【料　　金】　4,000円（８回講座）
【対 象 者】　高校生以上
【指 導 者】　横山　公則先生 
【申込受付】　6月26日(土)、9：00～
　　　　　　☎45-9125にて申込受付

ママとベビーの3B体操　第3期
【日　　時】　毎週火曜日・10回講座
　　　　　　8月31日(火)～11月2日(火)
　　　　　　・10：00～10：50 「あんよクラス」
　　　　　　・11：00～11：50 「ねんねクラス」
【場　　所】　ゆめドームうえの　軽運動室
【定　　員】　各15組限定　※先着順とし、定員になり次第締切
【料　　金】　5,000円
【対 象 者】　生後3か月から1才6か月までの赤ちゃん
【講　　師】　日本3B体操協会　公認インストラクター
　　　　　　福岡　和代先生 ・ 和田　久子先生 
【申込方法】　6月30日(水)、10：00～
　　　　　　☎22-0590にて受付

スポーツ BBQ 宿 泊

お問合せ：（財）伊賀市文化都市協会本部事務局　電話　22－0511

ぶ ん と 通 信第70号 6



　インキュベーションマネージャー　稲垣　直史
　私は「ゆめテクノ伊賀」にインキュベーションマネージャー
（IM）として赴任しました。IMとは耳慣れない言葉ですが、こ
れから会社を起こそうとする人や、新しい事業部門を立ち上げ
る人たち（この様な人たちを起業者といいます）を支援する人
のことです。ゆめテクノ伊賀に拠点を構える三重大学の先生や
研究員の方々の協力を得て、色々な分析や試作品の作製支援を
行っております。好奇心だけで研究開発を進めるのでは無く、
どの様にすれば売れるか？どの様にすれば競合他社製品より優
位に立てるか？など、常に起業者の利益を意識しながら取り組

まなければならないのがIMの特徴といえます。
　また起業者と大学の先生方との橋渡しもIMの役割です。特
に専門家と起業者との間に生じる認識のギャップを修正して意
思の疎通をはかることに重点を置いています。そのほかに、補
助金申請支援や営業同行そして簡単な特許関連支援などの活動
も行っております。起業者の伴走者
としてある時は同じ目線で、またあ
る時は違う視点をもちつつ、苦楽を
共にしながらお互いが成長してゆけ
れば光栄です。
　伊賀に来てまだ２年弱のまさに
“伊賀のたまご”です。折角ご縁が
あって伝統と文化と食が豊な伊賀に
来たのですから、少しでも多く伊賀
を見て回り・伊賀を味わい・伊賀を
楽しんで行きたいと思っています。

楽しいなにか？　便利ななにか？
嬉しいなにか？　ここから生まれるよ

ぶんと「伊賀のたまご」
「伊賀のたまご」は当協会が運営する「ゆめテクノ伊賀」で活躍する大学の
研究者及び新しい事業の創造に取り組む入居企業の紹介コーナーです。

全身引き締めに効果的！！
ボクササイズ　第4期（交研）

【日　　時】　毎週土曜日・５回講座
　　　　　　8月28日(土)～9月25日(土)
　　　　　　受付 19：00／開始 19：30～20：30
【定　　員】　30名　※先着順とし、定員になり次第締切
【場　　所】　伊賀上野交流研修センター
　　　　　　　　　　　　　　　　第4研修室
【料　　金】　2,500円（５回講座）
【対 象 者】　高校生以上
【指 導 者】　中上　美代子先生 
【申込受付】　6月26日(土)　13：00～　☎22-0511にて受付

音楽に合わせて♪皆で楽しくエクササイズ！
エアロビクス　第3期・第4期
【日　　時】　毎週月曜日・５回講座
第3期　7月26日(月)～8月30日(月)※8月16日休講
第4期　9月6日(月)～10月4日(月)
　　　　　　受付 19：00／開始 19：30～20：30
【定　　員】　30名　※先着順とし、定員になり次第締切
【場　　所】　阿山B＆G海洋センター
　　　　　　　　　　　　トレーニングルーム
【料　　金】　2,500円（５回講座）
【対 象 者】　高校生以上　【指導者】　山下　華子先生
【申込受付】　《3期》6月27日（日） 　《4期》8月21日（土）
　　　　　　9：00～　☎22-0511にて受付

水なれチャレンジ！！
親子でふれあい水遊び教室

【日　　時】　7月12日(月)／7月26日(月)／8月9日(月)
　　　　　　受付 10：00／開始 10：30～11：30
【定　　員】　10組（20人）　※先着順とし、定員になり次第締切
【場　　所】　大山田B&G海洋センター　プール
【料　　金】　1組　1,800円（３回で１教室）
【対 象 者】　２歳以上で、幼稚園・保育園（所）に入園（所）
　　　　　　していない幼児と保護者
【指 導 者】　秋山　稔美先生 
【申込受付】　6月21日(月)　９：00～
　　　　　　☎22-0511にて受付　

Let's YOGA in 交研 第2期
【日　　時】　毎週月曜日・全10回
　　　　　　7月26日㈪～10月18日㈪　※8/16・9/20・10/11休講
　　　　　　受付 10：30／開始 11：00～12：00
【場　　所】　伊賀上野交流研修センター　第4研修室
【定　　員】　30名　※先着順とし、定員になり次第締切
【申込方法】　6月21日㈪　13：00～受付

Let's YOGA in SC 第3期
【日　　時】　毎週金曜日・全10回
　　　　　　8月27日㈮～10月29日㈮
　　　　　　受付 10：30／開始 11：00～12：00
【場　　所】　上野運動公園スポーツセンター　和室
【定　　員】　15名　※先着順とし、定員になり次第締切
【申込方法】　6月26日㈯　9：00～受付

シェイプアップ＆運動不足解消＆ストレス解消！
アクアビクス　第1期・第2期
【日　　時】　毎週木曜日・５回講座
第1期　7月1日(木)～7月29日(木)
第2期　8月5日(木)～9月9日(木)
　　　　※8月12日休講
　　　　　　受付 19：00／開始 19：30～20：30
【定　　員】　30名　※先着順とし、定員になり次第締切
【場　　所】　阿山B＆G海洋センター　プール
【料　　金】　2,500円（５回講座）
【対 象 者】　高校生以上
【指 導 者】　米谷　由美先生 
【申込受付】　6月20日(日)　13：00～　☎22-0511にて受付

－ 心と身体にアロハのいやし －
ハワイアンダンス教室

【日　　時】　毎週月曜日・８回講座
　　　　　　7月26日(月)～9月13日(月)
　　　　　　受付 9：30／開始 10：00～11：00
【場　　所】　阿山ふるさとの森公園　多目的集会室
　　　　　　　　　　　　　　　　（伊賀市川合3376-12）

【定　　員】　30名　※先着順とし、定員になり次第締切
【料　　金】　4,000円（８回講座）
【対 象 者】　高校生以上
【指 導 者】　西澤　知恵美先生
【申込受付】　6月26日(土)　10：00～　☎４５-９１２５にて受付 【料金】　5,000円　【申込先】　☎22-0511（交研 ・ SC 共通）

お問合せ：（財）伊賀市文化都市協会本部事務局　電話　22－0511

参　加　者　募　集

■ふるさと会館いが（伊賀市下柘植6243）
　　　7月31日（土）　 　10：00～17：00
■青山ホール（伊賀市阿保1411-1）　　　　　　
　　　8月15日（日）　 　10：00～17：00
【演奏時間】　1枠30分　※おひとり1枠のみ
　・申込者本人の利用。・音楽教室等の指導としての利用は不可。
【参 加 費】　500円
　・青山ホールに限り、2台のピアノの場合は2人以上1組1時
　　間で1人1,000円（ただし、8手の場合は1人500円）
　・1枠に3名以上（ただし2台の場合を除く）の使用は不可。
【募集人数】　各14枠　※先着順とし、定員になり次第締切
【申込方法】　6月19日（土）9:00～受付
【お申込・お問合せ】　●ふるさと会館いが　☎45－9125（月曜休館）
　　　　　　　　●青山ホール　　　　☎52－1109（水曜休館）

～世界最高峰のスタインウェイを気軽に弾いてみませんか！～
タッチ・ザ・スタインウェイ

【日　　時】　第2期　毎週水曜日　6回講座
　　　　　　7月7日㈬～8月18日㈬　※7/28休講
　　　　　　受付 19:00 ／開始 19:30～20:30
【場　　所】　伊賀上野交流研修センター
【定　　員】　４０名　※先着順とし、定員になり次第締切
【料　　金】　3,０００円（6回講座）
【対 象 者】　高校生以上
【講　　師】　日本総合ヨガ普及協会正指導師　堀川　郁子先生
【申込受付】　6月２7日㈰　10：００～　☎22-0511にて受付 

　健康、美容、整体、痩身、呼吸、精神力強化等いろいろな効
果をあげる「ヨガパワー」
心身共に健康で自立できる元気な体力づくりにお役立てください。

～美と健康の総合プロデュース～
YOGA
deNight！ 第2期

【開催日】　8月10日（火）午前の部 35名　午後の部 35名
【場　所】　ゆめテクノ伊賀（ゆめが丘一丁目３－３）
【参加料】　無料
【対　象】　原則小学４年生以上
　　　　　※３年生以下の兄弟がいっしょに参加する場合は必ず保護者同伴
【内　容】　・ベルファームの鈴木先生による竹トンボ作り

　・出前授業でおなじみの加藤先生によるシャボン玉作り
　・三重大学山本教授による顕微鏡を使った生き物観察　など

【持ち物】　使いなれた切り出しナイフ
【申込受付】　7月20日（火）より「ゆめテクノ伊賀」
　　　　　☎41-1061にて受付 ※先着順とし、定員になり次第締切
　　　　　※受付は、平日の9：00～17：00

＝ 夏 期 特 別 講 座 ＝
ゆめテクノ伊賀・こども大学

　自分の好きな香りをブレンドし、オリジナルフレッシュナーを作っ
て、心や身体をリフレッシュ・リラックスさせましょう。
　その後は、ゆっくりくつろぎながらリラクゼーションミニコンサート
をお楽しみください。
【日　時】　7月24日（土）13:30～16:00
【場　所】　伊賀上野交流研修センター
【参加料】　１人　500円（材料費等）
【対　象】　小学生以上　※３年生以下は必ず保護者同伴
【定　員】　36名　※先着順とし、定員になり次第締切
【申込受付】　6月22日（火）　9：00～  ☎22-0511にて受付
【協　力】　アロマスクール　Sissi（シシイ）
【出　演】　イングリッチ

～自然からの贈りもの　アロマでリラックス～

オリジナルエアフレッシュナー作り＆
リラクゼーションミニコンサート

歴史情緒あふれる江戸時代の藩校で、「漢文学」を学んでみま
せんか。今回は、中国古典思想の原点に戻って「孔子」の「論
語」を読んでいきます。
【日　　時】　４回講座
　　　　　　第1回　7月10日（土）　 第2回　7月24日（土）
　　　　　　第3回　8月7（土）　 　　第4回　8月21日（土）
　　　　　　講義時間 13:30～15:00
【講　　師】　皇學館大学名誉教授
　　　　　　愛知教育大学名誉教授　野村　茂夫氏
【料 　 金】　800円（４回分、初回に徴収します。）
【定　　員】　40名　※先着順とし、定員になり次第締切
【申込受付】　6月21日（月）9:00～　☎22-0511にて受付

「漢文学教室」
史跡旧崇廣堂特別講座

　この夏はふるさとの森で家族・
友人達とアウトドアを満喫しよう。
近隣にはプール・体育館・グラウ
ンド等の体育施設がありクラブや
ゼミの合宿にもご利用いただけま
す。

詳しくは下記までお問い合わせ下さい。
【阿山ふるさとの森公園】　43-0035
【阿山B＆G海洋センター】　45-1380

遊ぶ・食べる・泊まる
 　　in あやま

－カラダの芯からリラックス－
太極拳教室

【日　　時】　毎週土曜日・８回講座
　　第２期　7月24日(土)～9月18日(土)　※8/14休講
　　　　　　受付 9：30／開始 10：00～11：30
【場　　所】　いがまちスポーツセンター　会議室
【定　　員】　18名　※先着順とし、定員になり次第締切
【料　　金】　4,000円（８回講座）
【対 象 者】　高校生以上
【指 導 者】　横山　公則先生 
【申込受付】　6月26日(土)、9：00～
　　　　　　☎45-9125にて申込受付

ママとベビーの3B体操　第3期
【日　　時】　毎週火曜日・10回講座
　　　　　　8月31日(火)～11月2日(火)
　　　　　　・10：00～10：50 「あんよクラス」
　　　　　　・11：00～11：50 「ねんねクラス」
【場　　所】　ゆめドームうえの　軽運動室
【定　　員】　各15組限定　※先着順とし、定員になり次第締切
【料　　金】　5,000円
【対 象 者】　生後3か月から1才6か月までの赤ちゃん
【講　　師】　日本3B体操協会　公認インストラクター
　　　　　　福岡　和代先生 ・ 和田　久子先生 
【申込方法】　6月30日(水)、10：00～
　　　　　　☎22-0590にて受付

スポーツ BBQ 宿 泊

お問合せ：（財）伊賀市文化都市協会本部事務局　電話　22－0511

ぶ ん と 通 信7 第70号



・伊賀市文化都市協会　http://www.bunto.com
・ふるさと会館いが　http://www.ict.ne.jp/~furukan/

㈶伊賀市文化都市協会お問い
合わせ

ＴＥＬ.0595－22－0511
ＦＡＸ.0595－22－0512

〠518ー0809　三重県伊賀市西明寺3240番地の2　Ｅメール samazama@bunto.com
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ふるさと会館いが　　伊賀市下柘植6243番地　TEL.45−9125

あやま文化センター　　伊賀市川合3370−29　TEL.43−1125

　田植えが終わり新緑のいい季節になるはずだが、どうも今年はおか
しい。夏のような日が続くと思いきや、一転セーターが欲しくなるほ
どになったりする。日本は春夏秋冬その時々で万物が華やぎ又廃れて
行く、この繰り返しが人々の心情に映し出され文化が育まれてきた。
我らが芭蕉翁がもし他国に生まれていたのなら、あのような偉業は残
せなかったに違いない。四季が変化するように人々の心も変わり、有
りえない様な事件が日常化してきた。広報事業委員長宅にも匿名の中
傷文が届いたらしい、記事に関する事柄なら堂々と名乗って欲しい、
そうすれば委員会でも検討できるからだ。シトシト降る五月雨は情感
があっていいが心の中は五月晴れであってほしい。

（広報事業委員　森　正美）

●編集部だより●●●●●●●●●●●●●●●

ぶ ん と 通 信第70号 8

伊賀市文化会館　　伊賀市西明寺3240番地の2　TEL.24−7015

日 時 催 し 物 入 場 料 主催･問い合わせ

6/20㈰
13：30〜

第3回伊賀の国
和太鼓フェスティバル

一般2,000円
中学生以下1,000円
（当日各　500円増）

伊賀市和太鼓連絡協議会
�52-0516（中華料理北京）

6/27㈰
①14:00
②18:00

坂本冬美コンサート
2010 完売しました ㈶伊賀市文化都市協会

�24-7015（伊賀市文化会館）

7/4㈰
13：00〜

ひまわりコンサート
太陽に両手ひろげて　21th　

一般1,300円
小・中・高500円
（当日各　200円増）

社会福祉法人維雅幸育会
�39-1133

7/11㈰
14：00〜

コール・フラウミント
15周年記念コンサート 1,000円 コール・フラウミント

�21-1228（木戸）
7/17㈯

17：30〜
Ayaka Hirahara Concerrt Tour 2010
～from The New World～ 完売しました ㈶伊賀市文化都市協会

�24-7015（伊賀市文化会館）
7/18㈰

15：30〜
声明コンサート
（ホワイエ） 完売しました ㈶伊賀市文化都市協会

�24-7015（伊賀市文化会館）
7/19（月・祝）
13：00〜 ピアノ発表会 無料 三響楽器

�43-1705
7/21㈬

14：00〜
第42回慈善吹奏楽演奏会
チャリティーコンサート 500円 伊賀吹奏楽連盟

�21-2550（上野高校　福岡）
7/26㈪

13：00〜
第50回伊賀市上野老人クラブ

連合会総会・芸能大会 無料 伊賀市上野老人クラブ連合会
�21-5866（伊賀市社会福祉協議会）

8/2㈪
18：00〜

ファーストコンサート
2010 無料 名張桔梗丘高校吹奏楽部

�65-1721
8/5㈭

18：00〜
ファーストコンサート

2010 無料 上野高校吹奏楽部
�21-2550

日 時 催 し 物 入 場 料 主催･問い合わせ

6/26㈯
13：00〜

男女共同参画フォーラム
「いきいき未来いが2010」 無　料 伊賀市 人権政策・男女共同参画課

�22-9632（三根）
6/27㈰

10：00〜 タッチ・ザ・スタインウェイ 参加料500円 ㈶伊賀市文化都市協会
�45-9125（ふるさと会館いが）

7/11㈰
13：00〜 Soaveピアノフェスティバル 無　料 株式会社さわ楽器

�23-8080（澤）

ゆめドームうえの　伊賀市ゆめが丘一丁目1番地の3　TEL.22−0590

日 時 催 し 物 場 所 主催･問い合わせ

6/27㈰
9：00〜

三重県クラブ
バレーボール春季大会 第1、第2 三重県クラブバレーボール連盟

�090-2347-1091（稲岡）
7/18㈰
9：30〜

第20回全日本ドッジボール
選手権三重県大会 第1、第2 三重県ドッジボール協会

�059-378-3920
7/19（月・祝）
9：00〜

三重県ソフトバレーボール連盟
20周年記念大会 第1 三重県バレーボール協会

�090-1620-2672（山田）
7/29㈭
8：30〜

平成22年度
第63回三重県中学校バスケットボール大会 第1、第2 三重県中学校体育連盟・三重県教育委員会

�63-0707（赤目中学校福島）
7/31㈯
11：00〜

ひゅーまんフェスタ2010
～ひと・あい・へいわ～ 第2 伊賀市・伊賀市教育委員会

�22-9631（人権政策・男女共同参画課）
8/1㈰

9：30〜
第5回伊賀総合

ソフトバレーボール夏季大会 第1、第2 伊賀ソフトバレーボール連盟
�090-8334-8388（竹腰）

 8/
7㈯ 13：00〜
8㈰ 10：00〜

第32回東海中学校
総合体育大会柔道大会 第1、第2

東海地区中学校体育連盟
�0735-32-0025

（矢渕中学校 松田）
 8/
9㈪ 13：00〜
10㈫ 10：00〜

第32回東海中学校総合体育大会剣道大会
兼第41回東海四県中学校剣道大会 第1、第2

東海地区中学校体育連盟
�0598-42-2064

（嬉野中学校 田川）

青山ホール　　　　　　伊賀市阿保1411−1　TEL.52−1109

日 時 催 し 物 入 場 料 主催･問い合わせ

6/19㈯
10：00〜 タッチ・ザ・スタインウェイ 参加費

500円
㈶伊賀市文化都市協会
�52-1109（青山ホール）

6/27㈰
10：30〜 サマー歌謡フェスティバル 無　料 箕浦てる美

�67-0303（箕浦）
7/11㈰

13：00〜 ピアノ発表会 無　料 乾　裕香・延山正子
�65-8055

 7/19（月・祝）
13：00〜

Pure Soul
愛の絆コンサート

2,000円
（当日500円増）
小学生以下無料

Beauty & Harmony
留森里恵
�080-5310-3058

7/25㈰
13：00〜 ブルーエコー歌謡コンサート 会　費

1,000円
青山文化サークル連絡協議会  ブルーエコー
�52-1453（魚住）

8/8㈰
14：00〜

Vocal Ensemble Sweet
ファースト　コンサート
～歌の花束をあなたに～

500円
（当日200円増）

ポーカル・アンサンブル スイート
�090-7686-1197（池澤）

日 時 催 し 物 場 所 入 場 料 主催･問い合わせ

6/20㈰
13：30〜

三重県内男女共同参画
連携映画祭２０１０ 小ホール 無　料 伊賀市 人権政策・男女共同参画課

�22-9632(河野・三根)
6/27㈰
14：00〜

第１７回
あい・愛コンサート 大ホール 500円

（当日700円）
あい・愛コンサート実行委員会
�48-0933(西)

7/7㈬
10：00〜

絵本の時間
（絵本の読み聞かせ） 小ホール 無　料 いがまち公民館教室 絵本の時間

�45-9122(西川)
7/10㈯
18：30〜

Full・Come・Live　Vol.３１
チャリティーライブ 小ホール 無　料 ㈶伊賀市文化都市協会

�45-9125（ふるさと会館いが）
7/25㈰
14：30〜

劇団フジミュージカル
「オズの魔法使いと夢の国」 大ホール 一　　　般2,000円

高校生以下1,000円
㈶伊賀市文化都市協会
�45-9125（ふるさと会館いが）

7/31㈯
10：00〜 タッチ・ザ・スタインウェイ 大ホール 参加料500円 ㈶伊賀市文化都市協会

�45-9125（ふるさと会館いが）
8/4㈬

10：00〜
絵本の時間

（絵本の読み聞かせ） 小ホール 無　料 いがまち公民館教室 絵本の時間
�45-9122(西川)

◇上野運動公園プール
開設期間等　7/17㈯～ 8/24㈫　10:00 ～ 16:00
　　　　　　※7/26㈪、8/9㈪は水質管理のため休業します。
時 間 区 分　①10:00 ～ 12:00
　　　　　　②13:00 ～ 16:00(毎時50分から10分間休憩)
◇阿山・大山田Ｂ＆Ｇ海洋センター
開設期間等　6/26㈯～ 9/12㈰　9:00 ～ 22:00
　　　　　　※水質管理のため、阿山は火曜日、大山田は月曜日

を休業します。なお、休日の場合は翌日とします。
時 間 区 分　①9:00 ～ 12:00　②13:00 ～ 17:00
　　　　　　③18:00 ～ 22:00　毎時50分から10分間休憩
◇利用料金　各プール共通　1区分
　　　　　　一般300円、中学生以下150円、乳幼児50円
◇その他
　①遊具の使用は、利用者数等により禁止する場合があります。
　②小学校低学年までは保護者同伴でご利用ください。
　③オムツの取れていない乳幼児の入水は、プール用オムツを着
用して幼児用プールのみ可とします。

　④阿山・大山田Ｂ＆Ｇ海洋センターでは、水泳キャップを着用
いただきます。

　⑤水泳教室等の開催により利用できないときがありますので、
ホームページ等でご確認ください。

　⑥気象状況等により開設期間及び時間を変更することがありま
す。

プールオープン！！
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